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　第２２９回与謝野町農業委員会総会が令和６年８月
１日、岩滝保健センターで開催されました。総会では、
第８期与謝野町農業委員会委員の任命交付が行われ、
会長に番晃氏、同職務代理者に宮本浩司氏が選出され
ました。
　農業委員、農地利用最適化推進委員は農地法に基づ
く売買・貸借の許可や農地転用の案件への意見具申、
遊休農地の調査・指導や地域計画策定における協議の

場でのコーディネーター等の役割を行います。農業委員１４名、農地利用最適化推進委員１１名の２
５名で第８期農業委員会が新たなスタートをきりました。
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こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
の

改
選
で
、
会
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、

職
責
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大
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じ
て
身
が
引
き
締
ま
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思
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。

　

昨
年
４
月
の
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
法
」

改
正
に
よ
り
、
地
域
計
画
の
策
定
が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
各
地
域
で
策
定
に
向

け
た
協
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
「
耕
作
放
棄
地

の
増
大
」や「
担
い
手
不
足
の
深
刻
化
」、「
有

害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
の
増
加
」

「
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
」
等
、
非
常
に
厳
し

い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は
農
業
委
員
会
が
果
た
す

役
割
も
今
ま
で
以
上
に
重
大
に
な
っ
て
き
ま

す
。
14
名
の
農
業
委
員
と
11
名
の
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
な

が
ら
任
務
を
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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～第８期農業委員会の新体制がスタート～～第８期農業委員会の新体制がスタート～

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　第８期農業委員会役職表　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◎委員長　〇副委員長

会長 　番　　　晃 

会長職務代理 　宮本　浩司 

農業振興対策委員会 ◎山﨑　康則 〇野口　道男 番　　　晃 宮本　浩司 伊達　真二 
 　渋谷　周一 　大原　貞一 藤原　　悟 糸井　勇夫

農業経営対策委員会 ◎細井　　昭 〇細井　保伸 戸田　准也 中島　輝幸 浪江　義広
 　大江　直己 　森垣　章一 西原　　晃 廣野　仁志 曽根田康博

広報編集委員会 ◎間苧谷義人 〇谷原　光昭 成毛　義信 本城　智鶴 木村有紀子
 　小田　則子
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① 西原　　晃
　 （滝）

② 戸田　准也
　 （三河内）

③ 木村有紀子
　 （温江）

④ 小田　則子
　 （滝）

⑤ 中島　輝幸
　 （岩屋）

⑥ 浪江　義広
　 （亀山）

⑦ 伊達　真二
　 （下地・堂谷）

⑧ 間苧谷義人
　 （岩滝）

⑨ 山﨑　康則
　 （下山田）

⑩ 細井　　昭
　 （後野）

⑪ 谷原　光昭
　 （与謝）

⑫ 本城　智鶴
　 （岩屋）

⑬ 宮本　浩司
　 （温江）

⑭ 番　　　晃
　 （香河）

⑮ 大江　直己
　 （加悦）

⑯ 野口　道男
　 （算所）

⑰ 大原　貞一
　 （男山）

⑱ 森垣　章一
　 （金屋）

⑲ 曽根田康博
　 （上地・川上）

⑳ 渋谷　周一
　 （明石）

㉑ 廣野　仁志
　 （石田・弓木）

㉒ 糸井　勇夫
　 （上山田）

㉓ 細井　保伸
　 （加悦奥）

㉔ 藤原　　悟
　 （中地・大宮）

㉕ 成毛　義信
　 （四辻・幾地）

～農業委員会の委員紹介～～農業委員会の委員紹介～

＊席次番号・氏名・担当地区
＊任期　令和６年８月１日から令和９年７月31日

農地利用最適化推進委員　11名

農業委員　14名
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十
数
年
間
、
四
反
あ
ま
り
の
米
作
り
に
悪
戦
苦
闘
を

し
な
が
ら
今
日
に
至
り
ま
す
。
地
元
金
融
機
関
を
退
職

し
現
在
65
歳
と
な
り
ま
し
た
が
、
前
任
の
方
か
ら
岩
滝

地
区
で
の
農
業
耕
作
者
が
少
な
い
た
め
、
農
業
委
員
の

依
頼
を
引
き
受
け
て
２
期
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

の
農
業
計
画
「
京
力
農
場
プ
ラ
ン
」
か
ら
将
来
に
向
け

て
の
「
地
域
計
画
」
の
策
定
期
限
も
12
月
に
迫
っ
て
い

ま
す
。
策
定
済
の
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
岩
滝
地
域
で

は
期
限
に
間
に
あ
わ
せ
る
た
め
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
令
和
の
米
騒
動
？
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
で
和

食
の
需
要
が
高
ま
り
何
や
ら
米
不
足
が
生
じ
て
い
る
よ

う
で
す
。
知
人
か
ら
「
ス
ー
パ
ー
に
米
が
な
い
、
少
し

分
け
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
連
絡
が
あ
り
、
米
不
足
と

は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
ま
さ
か
私
の
よ
う
な
小
規
模
耕

作
者
に
ま
で
連
絡
が
あ
る
と
は
驚
き
で
し
た
。

　

８
月
か
ら
広
報
編
集
委
員
の
顔
ぶ
れ
も
変
わ
り
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す（

間
苧
谷　

義
人　

委
員
長
）

　（有）あっぷるふぁーむが大豆を栽培している圃
場でカメムシが大量発生したため農業用ドローンを
活用した害虫防除作業（スミチオン散布）を実施さ
れました。圃場がぬかるんで歩行が困難な場所や少
ない労力で圃場の隅々まで散布が可能なことから作
業効率も高められるというメリットがあるようです。
作業にあたる中谷さんは「炎天下での作業の時間短縮ができるのは助かる」と話されていました。

　近年、集落内の柿の木に登る熊や糞などの目撃や形跡情報が多数報告さ
れています。熊はいつどこで出没するか分かりませんので、集落内での熊
との不慮の事故を防ぐためにも収穫を行わない不要な柿の木は伐採しまし
ょう。もし、熊を見つけた場合は、決して近寄らず、すぐに農林環境課（４
３-９０２３）まで連絡をしてください。
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（ドローンの散布作業）

（集落内に出没する熊）

～ドローンを活用した農作業～～ドローンを活用した農作業～

～熊の出没に注意しましょう～～熊の出没に注意しましょう～

京都府立農業大学校 令和７年度学生募集 
　京都府立農業大学校では、豊かな自然に囲まれた環境の中で、農業の担い手、農業後継者を養
成しています。農業に従事する意欲ある学生を募集しています。
願書受付期間及び試験日
推　薦　受付　令和６年９月20日（金）から10月４日（金） 試験 令和６年10月25日（金）
前　期　受付　令和６年12月２日（月）から12月13日（金） 試験 令和７年１月10日（金）
後　期　受付　令和７年１月20日（月）から１月31日（金） 試験 令和７年２月14日（金）
＊詳しいことは京都府立農業大学校までお問合せください。　☎０７７３-４８-０３２１


